
1 9 9 5 年度平城宮跡。平城京跡出土木簡

平城宮跡発掘調査部

1 9 9 5 年度の調査では平城宮跡の２箇所、平城京跡の１箇所から計2 9 6 1 点（うち削屑2 5 9 6 点）の木簡
が出土した。ここでは主要なものについて紹介する。

( 1 ) 造酒司地区（第250 . 2 5 9次調査）

内裏の東にあたるこの地区では既に第2 2次､ 第1 8 2 次､ 第2 4 1 次調査がなされており、出土木簡の内容
などから造酒司跡と推定されている。９５年度の二回の調査では、造酒司の南限築地とその南の東西道
路を確認した。木簡は、造酒司内を南流する溝SD3 0 3 5及びS D1 6 7 3 3から各１点、東西道路S F 1 1 5 8 0を
南北に横切る溝SD16742から27点（うち削屑15点）、SF11580の南側溝SD11600から2808点（うち削屑
2459点) 出土したほか、出土地区不明の削屑119点がある。以下、SD11600出土のものを中心に述べる、
年紀の記載としては、⑩の延暦元年（7 8 2 ) 、⑪の同３年があり、長岡京遷都（延暦３年1 1 月）直前
の年紀を示す。文書木簡は内容上二つのグループに分けられる。第一のものは、春宮坊に対･ して被管
官司から出された解である（①．②．③) 。①．②はいずれも主膳監からの宿直報告である。複数の
被管官司の解が含まれているので、これらは春宮坊本体から廃棄された可能性が高い。奈良時代末の
皇太子としては他戸・山部（後の桓武天皇）・早良の三親王がいるが、比定についてはなお検討を要
する。但し、⑫にみえる「大原史魚次」が宝亀７年３月2 5 [ I 春宮坊写経所送文（『大日本古文書』編
年文書2 3 - 6 1 7 ）に自署する別当主兵署首大原魚次（『大日本古文書』は「首」をｒ正」に書き直した
と解するが、恐らく逆）と同一人物であるとすると、山部親王（宝亀４年（7 7 3 ）立太子、天応元年
( 7 8 1 ）即位）の春宮坊である可能性が高い。第二のものとして、「所」からの食料・食膳具請求文書
がある（④～⑦、⑧もこれに含まれよう) 。日下に別当などの名が記され、裏に四等官などの判が加
えられている。その所属する官司は、判官、主典の表記がｒ進｣ ｢ 属」であることから、職クラスであ

ることがわかる。「林浦海」は『続日本紀』延暦４年６月辛巳条に皇后宮少属としてみえ、「少進安倍」
は同日条にみえる皇后宮少進安倍広津麻呂と一致する。以上のことから、これらの「所」は桓武天皇
の皇后藤原乙牟漏（延暦２年４月1 8 日立后）の皇后宮職の下部組織である可能性がある。
春宮坊関係の木簡が出土したことで、奈良時代末に春宮坊が今回の調査区の近くにあったことが推
定できる。かつて第３２次調査において、平城宮東南隅のSＤ3 4 1 0 . 1 2 5 0 . 4 9 5 1から今回のものと類似
する木簡が出土し、また、第1 0 4 次調査でも、S D4 9 5 1 の上流部に当たると考えられるS D3 2 3 6 から同
様の木簡が出土している。このことから、ＳD4 9 5 1 . 3 2 3 6 などの上流即ち北方に春宮坊が所在するこ
とが推定されていたが（『平城宮木簡３（解説) 』1 9 8 1 年) 、今回の調査でその可能性がさらに高まっ
た。しかし、具体的に春宮坊に比定し得る建物の遺構は検出されておらず、その位置は今後の調査の
成果を待って考える必要がある。また、藤原乙牟漏の皇后宮職関係の木簡が出土したことで、皇后宮
職の少なくとも一部の機関が今回の調査区の近くにあったことが窺える。『平城宮発掘調査報告X I I I 』
( 1 9 9 1 年）で、光仁天皇の皇后井上内親王や桓武天皇の皇后藤原乙牟漏の宮は内裏内部に営まれたと
推定したが、奈良時代末の皇后宮のあり方については、春宮坊関係木簡と皇后宮職関係木簡が共伴し
たことの意味も含めて、なお今後検討すべき課題が残る。また、これらの木簡は皇后宮職の「所」の
具体像を窺える資料であり、今後他の文献資料との比較を踏まえた検討が必要である。
( 2 ) 平城京左京三条一坊十五坪（第2 6 6 次調査）

坪内の井戸S E 6 6 9 0 の抜取痕跡から木簡５点（うち削屑３点）が出土した。⑬は木材の進上状か。
平城京遷都直後の和銅４年（ 7 1 1 ）の年紀をもつ。（古尾谷知浩）
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